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D-InSAR を用いた伊豆大島島内の地殻変動の検出

Detection of crustal deformation in Izu-Oshima by means of D-InSAR
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  伊豆大島は伊豆半島の南東に位置する火山島であり、1986 年の噴火以降、島全体の膨張が GPS 及び水準測量
により観測されている。これらの観測から、１）島全体では膨張を示しながらも 1986 年の噴火口付近と島の南東
部では沈降していること。２）GPS の変動量には明らかに季節変位が見られること、がわかっている。（国土地理
院、2001）
  本研究では JERS-1 SAR(L-band)のデータを用いた D-InSAR（合成開口レーダー画像干渉法）により伊豆大島

の地殻変動の検出を試みた。SAR は画像レーダーであるため、GPS、水準測量による観測よりも高い空間分解能で
地殻変動を観測することが出来、噴火口周辺と島の南東部の沈降をより詳細に調査することができる。
  処理の結果、島全体の膨張と火口周辺の沈降については確認できたが、南東部にの沈降ははっきりとは確認

できなかった。
膨張の大きさは変動を鉛直方向のみと仮定すると最大で 1cm/yr 程度であり、火口周辺の沈降量は最大約 4cm/yr

であった。
  また SAR による観測は GPS のそれに比べて時間分解能において劣るが、複数のデータを用いて、その結果か

ら最小 2乗法により各年の変動量及び季節変位を検出することを試みた。


